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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
第
４
次
産
業

革
命
に
よ
る
生
産
技
術
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

自
動
化
へ
の
急
速
な
移
行
、
深
刻
化
す
る

気
候
変
動
と
地
球
温
暖
化
対
策
た
め
の
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
、
高
ま
る
地
政

学
的
リ
ス
ク
と
不
安
定
化
す
る
政
治
環
境

な
ど
、
世
界
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
は
大

き
な
変
革
期
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か
、
民
主
主
義
を
堅
持
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
さ
せ
、
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め

の
大
き
な
社
会
の
力
と
し
て
、
国
際
労
働

運
動
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
こ
の
変

革
期
に
一
番
影
響
を
受
け
る
製
造
業
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
労
働
者
代
表
と
し
て
、

国
際
労
働
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
持
続
可

能
な
社
会
形
成
に
寄
与
し
て
い
く
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
2
0
2
1
年
９
月
14
～
15
日
に
開
催

さ
れ
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
第
３
回
世

界
大
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
を

国
際
労
働
運
動
の
重
要
性
と

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
役
割

報
告
し
、
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
課
題
に
対

し
て
意
欲
的
か
つ
野
心
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
採
択
し
た
。
本
稿
で
は
、
深
刻
化

す
る
労
働
基
本
権
侵
害
と
の
闘
い
、
多
国

籍
企
業
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
産
業
政

策
や
国
際
基
準
へ
の
積
極
的
な
関
与
、日
本

の
加
盟
組
合
へ
の
期
待
な
ど
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
の
諸
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
な

事
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
。

世
界
中
で
脅
か
さ
れ
る
民
主
主
義
と

深
刻
化
す
る
労
働
基
本
権
侵
害
と
の

闘
い

　

世
界
中
で
民
主
的
な
労
働
組
合
活
動

に
対
す
る
威
嚇
・
弾
圧
が
激
化
し
て
い

る
。
国
際
労
働
組
合
総
連
合（
I
T
U
C
）

の
最
新
の
調
査
「2021 IT

U
C G

lobal 
R

ights Index

」
に
よ
る
と
、
ス
ト
権
・

団
体
交
渉
権
を
侵
害
し
た
国
の
割
合
は
実

に
８
割
を
超
え
、
７
割
以
上
の
国
が
結
社

の
自
由
を
制
限
し
て
い
る
。
民
主
的
な
労

組
の
登
録
が
妨
害
さ
れ
た
事
例
の
あ
る
国

は
前
年
か
ら
20
カ
国
以
上
増
加
し
1
0
9

カ
国
と
な
り
、
平
和
的
な
集
会
や
言
論
の

自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
国
の
数
は
64
カ

国
に
上
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
活
動
に
よ

っ
て
不
当
に
拘
束
さ
れ
た
活
動
家
の
数
も

年
々
増
え
続
け
、2
0
2
1
年
、ブ
ラ
ジ
ル
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
６

カ
国
で
労
組
活
動
家
が
殺
害
さ
れ
た
。
ま

た
過
去
３
年
間
に
お
け
る
世
界
最
悪
の
労

働
権
侵
害
国
と
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、ベ
ラ
ル
ー
シ
、ブ
ラ
ジ
ル
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、イ
ン
ド
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
、
ト
ル
コ
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
な
ど
独

裁
的
あ
る
い
は
強
権
的
な
15
カ
国
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
第

3
回
世
界
大
会
で
は
特
定
の
国
・
政
府
を

対
象
と
し
た
決
議
７
件
を
採
択
し
、
う
ち

６
件
は
民
主
主
義
と
言
論
の
自
由
と
労

働
基
本
権
を
取
り
戻
そ
う
と
市
民
運
動
・

松
﨑　

寛

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
書
記
次
長

労
働
運
動
の
一
翼
を
担
い
、必
死
に
な
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
加
盟
組
合
に
連
帯
支

援
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
事
例
１
：

ベ
ラ
ル
ー
シ
に
関
す
る
大
会
決
議

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
2
0
2
0
年
８
月

に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
の
不
正
疑
惑

か
ら
市
民
に
よ
る
大
規
模
な
反
政
府
デ

モ
が
起
こ
り
、
反
政
府
運
動
が
現
在
ま

で
続
い
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
加
盟
労
組
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

労
働
組
合
は
1
0
0
社
以
上
で
民
主
主

義
と
自
由
を
求
め
て
全
国
ス
ト
ラ
イ
キ

を
実
施
し
平
和
的
な
抗
議
活
動
を
し
た

が
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
政
権
か
ら
自
宅
監

禁
や
実
刑
判
決
な
ど
容
赦
な
い
弾
圧
を

受
け
た
。
こ
れ
ま
で
、
逮
捕
・
拘
束
さ
れ

た
労
働
組
合
役
員
は
少
な
く
と
も
数
百

名
に
の
ぼ
り
、
数
十
名
が
行
方
不
明
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
第
３
回
大
会
に
オ
ン
ラ
イ

特
集
1
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サ
ン
ミ
ナ
な
ど
受
託
側
E
M
S
企
業
は
、

イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
メ
キ
シ
コ
、

ト
ル
コ
な
ど
国
際
労
働
基
準
が
順
守
さ
れ

ず
、
労
働
法
制
が
脆
弱
な
国
に
お
い
て
事

業
を
拡
大
し
、
現
地
最
低
賃
金
と
同
等
の

レ
ベ
ル
の
賃
金
で
製
造
工
場
労
働
者
を
雇

い
入
れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
10
E
M
S
企
業

で
1
5
0
万
人
以
上
の
労
働
者
を
直
接
雇

用
し
て
い
る
が
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
労

働
者
は
ほ
ぼ
皆
無
で
、
経
営
者
に
対
し
労

働
条
件
向
上
に
む
け
た
交
渉
力
も
な
い
。

労
働
組
合
を
設
立
し
よ
う
と
労
働
者
が
立

ち
上
が
っ
て
も
、
経
営
者
に
よ
る
組
合
潰

し
行
為
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
世
界

E
M
S
産
業
の
事
業
規
模
が
2
0
2
0

年
の
1
5
8
兆
円
か
ら
2
0
2
5
年
に
は

1
8
2
兆
円
へ
と
超
巨
大
産
業
に
成
長
し

て
い
く
な
か
、
同
産
業
に
お
け
る
適
切
な

　

多
国
籍
企
業
と
そ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
労
働
基
本
権
侵
害
の
件
数

も
増
加
を
続
け
て
い
る
。
過
去
５
年
間
に

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
書
記
長
が
労
働
基

本
権
侵
害
に
つ
い
て
警
告
・
抗
議
す
る
た

め
当
該
者
に
直
接
送
付
し
た
書
簡
は
約

1
5
0
0
通
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
大
部

分
は
多
国
籍
企
業
に
対
し
て
是
正
・
解
決

を
要
請
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
に
よ
る
事
業
閉
鎖
・
不
当
解
雇
等
の
影

響
も
あ
る
が
、2
0
2
0
年
に
送
っ
た
書
簡

数
は
3
7
8
通
と
、
１
日
１
通
以
上
の
ペ

ー
ス
に
ま
で
激
増
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

利
益
至
上
・
株
主
優
先
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
浸
透
し
、
よ
り
賃
金
が
低
く
、
労
働

時
間
な
ど
労
働
条
件
を
明
確
に
規
定
す
る

労
働
法
が
未
整
備
・
監
視
不
十
分
で
あ
り
、

労
働
組
合
権
・
団
体
交
渉
権
が
容
易
に
確

保
で
き
な
い
国
や
地
域
に
多
国
籍
企
業
に

よ
る
事
業
投
資
が
よ
り
多
く
行
わ
れ
、
不

当
労
働
行
為
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
が
主

な
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、I
C
T
電
機
・
電
子
産
業
に
お

け
る
2
0
2
0
年
の
ト
ッ
プ
20
企
業
（
収

入
ベ
ー
ス
）の
う
ち
12
社
は
自
社
製
品
の
生

産
設
備
を
持
た
な
い
か
、
あ
る
い
は
低
利

益
・
不
採
算
製
造
部
門
を
縮
小
さ
せ
、
電

子
機
器
受
託
製
造
サ
ー
ビ
ス（
E
M
S
）

に
製
造
を
委
託
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

採
用
し
て
い
る
。
一
方
で
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ

ン
（
鴻
海
）、
ペ
ガ
ト
ロ
ン
、
フ
レ
ッ
ク
ス
、

利
益
配
分
と
労
働
者
の
生
活
向
上
に
む
け
、

交
渉
力
あ
る
労
働
組
合
・
労
働
運
動
の
設

立
・
発
展
は
必
須
で
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
は
特
に
発
展
途
上
国
の
労
働
組
合

へ
の
組
織
化
支
援
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

活
動
事
例
２
：

ト
ル
コ
・
サ
ル
コ
ン
プ
社
で
の
組
合
潰
し

へ
の
対
応

ン
出
席
し
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
決
議
へ
の
支

持
を
訴
え
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
独
立
労
働
組

合（
B
I
T
U
）
の
マ
ク
シ
ム
・
パ
ズ
ニ

ア
コ
ウ
会
長
や
労
組
役
員
は
、
大
会
２

日
後
に
家
宅
捜
索
を
受
け
、
逮
捕
さ
れ

罰
金
処
分
と
な
っ
た
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
は
、
民
主
主
義
と
基
本
的
人
権
、

自
由
を
求
め
て
闘
う
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
国

民
と
労
働
者
を
全
面
的
に
支
持
し
、
労

働
者
の
権
利
と
人
権
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
で

完
全
に
安
定
し
、
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
野
党
連
合
の

リ
ー
ダ
ー
で
現
在
亡
命
中
の
ス
ヴ
ェ
ト

ラ
ー
ナ
・
チ
ハ
ノ
フ
ス
カ
ヤ
氏（
写
真
１
）

や
国
際
労
働
機
関
（
I
L
O
）、
国
際
労

働
組
合
総
連
合（
I
T
U
C
）と
と
も
に

連
帯
行
動
を
続
け
る
決
意
を
表
明
し
て

い
る
。

　

2
0
2
1
年
９
月
、中
国
系
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
メ
ー
カ
ー
・
シ
ャ
オ
ミ
向
け
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
生
産
し
て
い
る
E

 
M
 

S
多
国
籍
企
業
サ
ル
コ
ン
プ
社
の
労
働
者

が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
の
金
属

産
業
労
組
「
ト
ル
コ
金
属
」へ
の
加
入
を

決
定
し
た
と
こ
ろ
、
経
営
側
が
組
合
つ
ぶ

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
1
7
0
名

の
組
合
加
入
を
望
む
労
働
者
を
解
雇
し

た
。
労
働
者
が
会
社
の
敷
地
で
組
合
つ
ぶ

し
に
抗
議
す
る
と（
写
真
２
）、
経
営
側
は

す
べ
て
の
出
入
り
口
を
封
鎖
し
た
。
工
場

内
の
労
働
者
は
ト
イ
レ
の
使
用
を
許
可

さ
れ
ず
、
ま
た
携
帯
電
話
の
使
用
を
禁
止

さ
れ
、
他
の
労
働
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
切
断
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
ト
ル
コ
・
メ

タ
ル
お
よ
び
国
外
の
サ
ル
コ
ン
プ
関
連
労

組
と
連
携
し
、
サ
ル
コ
ン
プ
本
社
（
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
）
と
シ
ャ
オ
ミ
に
対
し
同
社
の

行
為
は
国
際
労
働
基
準
お
よ
び
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
基
準
違
反
で
あ
る
と
の
抗

議
文
を
送
付
し
是
正
を
要
請
。
そ
の
後
、

写真１ ベラルーシの民主主義を取り戻すための戦略につ
いて意見交換するチハノフスカヤ氏（右）とインダストリ
オール書記長（当時）のサンチェス氏（左）

写真 2 会社側による組合潰し行為に抗議するサルコンプ社
の労働者とトルコ金属労組



  2021 Winter JCM  8 

多
国
籍
企
業
と

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
対
応

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
、企

業
の
海
外
事
業
展
開
に
お
け
る
労
働
基
本

権
の
確
保
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
推
進

に
む
け
て
労
働
組
合
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

交
渉
力
の
向
上
を
目
指
し
、
多
国
籍
企
業

と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定
（
G
F
A
）

締
結
推
進
（
写
真
３
）と
多
国
籍
企
業
労

働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
T
U
N
）
構
築

に
力
を
入
れ
て
き
た
。
2
0
2
1
年
11
月 

現
在
、
G
F
A
締
結
数
は
46
社
（
そ
の
ほ

か
安
全
衛
生
ま
た
は
セ
ク
ハ
ラ
防
止
に
特

化
し
た
協
約
を
２
社
と
締
結
）、
T
U
N
構

築
済
は
1
0
6
社
あ
り
、
約
8
0
0
万
人

の
労
働
者
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
海
外
事

業
所
に
お
け
る
労
働
問
題
や
労
使
紛
争
な

ど
、
G
F
A
や
T
U
N
を
活
用
し
て
労
使

間
、
あ
る
い
は
同
じ
多
国
籍
企
業
内
お
け

る
労
労
間
で
協
議
し
、
解
決
し
て
き
た
も

の
も
多
く
あ
る
。
海
外
労
使
紛
争
が
多
発

し
て
い
た
ド
イ
ツ
・
シ
ー
メ
ン
ス
社
に
お

い
て
は
、
2
0
1
2
年
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
と
G
F
A
を
締
結
し
て
以
降
世
界

従
業
員
30
万
人
以
上
を
カ
バ
ー
す
る
労
働

組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ド
イ
ツ

本
国
労
使
が
定
期
的
に
世
界
各
国
の
従
業

員
代
表
・
労
働
組
合
代
表
・
現
地
経
営
と

の
情
報
交
換
・
対
話
を
通
じ
真
摯
に
向
き

合
う
こ
と
で
、
労
使
双
方
の
誤
解
を
解
消

し
、
建
設
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
労
使
関
係
へ

と
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
第
４
次
産
業
革
命
や
デ
ジ
タ

ル
化
・
自
動
化
へ
の
急
速
な
移
行
、
グ
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
な
ど
の
新
た
な
経

済
社
会
の
変
革
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
貿
易
、
生
産
、

投
資
、
雇
用
関
係
、
そ
し
て
労
働
そ
の
も

の
を
激
変
さ
せ
て
お
り
、
と
り
わ
け
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
末
端
で
は
、
労
働
者
が

最
低
限
の
生
活
し
か
で
き
な
い
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
経
済
の
拡
大
す
る
な
ど
、
雇
用
契

約
も
社
会
的
保
護
も
な
い
不
安
定
労
働
が

増
加
し
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

の
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
で
は
、

多
国
籍
企
業
に
対
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
に
お
け
る
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
（
Ｄ
Ｄ
）の
実
施
や
新
た
な
技
術
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
る
労
働
者
の
公
正
な
移

行
の
計
画
策
定
へ
の
共
同
参
画
を
求
め
て

い
く
ほ
か
、
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

と
も
に
産
業
部
門
の
垣
根
を
超
え
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
Ｄ
Ｄ
の
協
力
体
制
を
構
築

し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

活
動
事
例
３
：

ダ
イ
ム
ラ
ー
社
と
の
バ
ッ
テ
リ
ー
サ
プ
ラ
イ 

チ
ェ
ー
ン
Ｄ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

持
続
可
能
な
産
業
政
策
の
推
進
と

国
際
基
準
へ
の
積
極
的
関
与

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
鉱
業
か
ら

最
終
消
費
者
製
品
ま
で
の
製
造
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
労
働
者
5
0
0
0
万
人

を
代
表
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
産
業
政

経
営
陣
は
労
働
者
に
対
す
る
態
度
を
改

め
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
組
合
員
全
員
の

復
職
お
よ
び
労
働
省
発
行
の
労
働
協
約

証
明
書
に
異
議
を
申
し
立
て
る
訴
訟
の

取
り
下
げ
、
さ
ら
に
10
月
1
日
よ
り
行
わ

れ
る
団
体
交
渉
の
開
始
に
同
意
し
た
。

　

2
0
2
1
年
９
月
１
日
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
は
ド
イ
ツ
・
ダ
イ
ム
ラ
ー

社
と
の
改
訂
版
G
F
A
に
合
意
し
、
署

名
し
た
。
今
回
の
改
定
で
は
、
海
外
事

業
に
お
け
る
拘
束
力
の
あ
る
I
L
O
中

核
的
労
働
基
準
と
I
L
O
第
1
9
0

号
条
約
（
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力

及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約
）
を
完
全
順
守
し
、
同
原
則
を
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
求
め
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
人
権
Ｄ
Ｄ
実
施
に
関
す
る
方
針
が
含

ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

は
ま
た
、
今
後
２
年
間
ダ
イ
ム
ラ
ー
社

を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
Ｄ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
す
る
。
電
気
自
動
車
（
E
V
）

へ
の
シ
フ
ト
に
よ
り
バ
ッ
テ
リ
ー
需
要

が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
な
か
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
の
労
働
者
の
権
利
の

侵
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
コ
バ
ル
ト

や
リ
チ
ウ
ム
の
バ
ッ
テ
リ
ー
原
料
採
掘

現
場
で
は
安
全
衛
生
が
無
視
さ
れ
、
児

童
労
働
も
横
行
し
て
い
る
。
バ
ッ
テ
リ

ー
製
造
部
門
で
は
中
国
系
新
興
企
業

が
台
頭
し
、
製
造
現
場
に
お
け
る
労
働

基
本
権
に
関
す
る
方
針
が
不
透
明
で
あ

る
。
E
V
の
バ
ッ
テ
リ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
は
組
織
率
が
低
く
、
川

下
に
行
く
と
女
性
労
働
者
も
増
え
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
も
関
わ
る
。こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

仕
組
み
を
理
解
し
、
組
織
化
を
促
進
し
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
人
権
Ｄ

Ｄ
実
施
・
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る
。

写真 3 ILO会議室で行われたされたフランス・PSA社とインダストリオ
ールのGFA調印式
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策
や
産
業
労
働
者
に
関
連
す
る
国
際
基
準

の
策
定
・
推
進
に
向
け
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と

し
て
第
4
次
産
業
革
命
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

へ
の
対
応
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
へ
の
意
見
反
映
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
な
産
業
を
発
展
さ
せ
、

社
会
進
歩
の
原
動
力
と
し
て
組
織
さ
れ
た

労
働
者
に
よ
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
産
業
労
働
者
を

代
表
す
る
立
場
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
闘

い
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
活
動

と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
経
済
協
力

開
発
機
構
（
O
E
C
D
）、
気
候
変
動
に
関

す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
締
約
国
会
議 

（
C
O
P
）、欧
州
連
合
（
E
U
）、
そ
し
て

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と
同
じ
く
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
に
本
拠
地
を
置
く
国
際
労
働
機
関

（
I
L
O
）、
国
際
貿
易
機
関
（
W
T
O
）
な

ど
の
国
際
機
関
や
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
W
E
F
）
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
策
や
国

際
基
準
策
定
に
お
け
る
意
思
決
定
の
場
に

お
い
て
産
業
労
働
者
の
代
表
と
し
て
積
極

的
に
参
画
し
て
お
り
、
製
造
業
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
未
来
を
決
定
す
る
持
続
可
能

な
産
業
政
策
、
と
り
わ
け
産
業
労
働
者
の

公
正
な
移
行
に
つ
い
て
発
言
権
と
影
響
力

を
持
ち
続
け
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

活
動
事
例
４
：

自
動
車
産
業
の
仕
事
の
未
来
に
関
す
る

I
L
O
技
術
会
合

今
こ
そ
重
要
な
国
際
労
働
運
動
と

日
本
加
盟
組
合
へ
の
期
待

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
大

き
な
変
革
の
波
は
す
で
に
日
本
の
産
業
構

造
と
雇
用
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
い
る
。
日
本
企
業
が
新
た
な
事
業
開
拓

を
求
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
と
提
携
し
た
り
、

逆
に
中
国
や
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に
買
収
さ

れ
た
り
と
業
界
再
編
が
加
速
化
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
組
織
化
さ
れ
て
い
た
雇
用
は
、

新
た
な
産
業
技
術
や
労
働
組
合
が
存
在
し

な
い
新
興
企
業
に
急
激
に
奪
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
労
働
組
合
に
と
っ
て
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
が
蓄
え
た
き
た
知
見
と
加
盟
組

織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
が
今
後
ま
す
ま

す
重
要
な
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
J
C
M

加
盟
組
織
に
は
日
系
多
国
籍
企
業
組
合
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
そ
の
主
導
的
役
割

や
持
続
可
能
な
産
業
政
策
立
案
・
推
進
に

お
け
る
積
極
的
関
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
新
た
な
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
お
け
る
世
界
的
展
望

と
分
析
で
は
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は

全
世
界
の
製
造
業
労
働
者
の
代
表
と
し
て
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な
雇
用
と
持
続
可
能
な
生

活
に
向
け
た
公
正
な
移
行
の
概
念
に
基
づ

い
て
、
こ
の
大
規
模
な
転
換
を
管
理
で
き

る
よ
う
に
す
る
途
方
も
な
く
大
き
な
責
任

を
負
っ
て
い
る
」
と
明
記
さ
れ
た
。
今
こ
そ

世
界
中
の
労
働
者
・
労
働
組
合
が
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て
団
結
す
べ
き

重
要
な
時
期
で
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
加
盟
組
合
の
な
か
で
も
ア
ジ
ア
最
大
か

つ
世
界
で
２
番
目
に
大
き
い
J
C
M
の
役

割
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

2
0
2
1
年
2
月
、
コ
ロ
ナ
禍
の
渡

航
制
限
の
な
か
自
動
車
産
業
の
仕
事
の

未
来
に
関
す
る
I
L
O
技
術
会
合
が
オ

ン
ラ
イ
ン（
写
真
４
）
及
び
対
面
に
て
開

催
さ
れ
た
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
か

ら
は
自
動
車
産
業
加
盟
組
合
を
中
心
と

す
る
労
働
者
側
代
表
団
が
参
加
し
、
政

府
・
経
営
者
と
と
も
に
自
動
車
産
業
に

関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
教
育
、
訓
練
、

生
涯
学
習
の
投
資
に
関
す
る
産
業
政
策

の
立
案
を
行
っ
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
経
済
へ
の
移
行
の
必
要
性
、
電

気
自
動
車
の
開
発
、
新
し
い
輸
送
形
態
、

そ
の
他
い
く
つ
か
の
要
因
に
迫
ら
れ
、

自
動
車
産
業
は
大
き
な
転
換
期
に
直
面

し
て
い
る
。
労
働
者
に
対
す
る
影
響
と

し
て
、
多
く
の
自
動
車
工
場
が
閉
鎖
さ

れ
、
企
業
が
規
模
を
縮
小
し
、
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
労
働
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働

へ
の
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
。
会
合

で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
労
働
者

側
代
表
団
の
交
渉
努
力
に
よ
り
、
複
雑

な
製
造
能
力
と
労
働
者
の
技
能
を
維
持

し
な
が
ら
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ

れ
ず
に
転
換
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
、
産

業
転
換
の
基
本
的
概
念
と
し
て
公
正
な

移
行
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
が
掲

げ
ら
れ
、
雇
用
創
出
と
同
時
に
、
環
境

へ
の
影
響
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

労
働
条
件
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
経
営
者

と
政
府
に
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス
の
重
要
性
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

労
働
条
件
を
め
ぐ
る
懸
念
に
対
応
す
る

こ
と
の
必
要
性
、
団
体
交
渉
と
社
会
的

対
話
の
中
心
的
役
割
を
納
得
さ
せ
る
成

果
を
上
げ
た
。

写真4 自動車産業の仕事の未来に関するILO技術会合に参加した
インダストリオール労働者側代表団


